
2011 年度 小委員会活動成果報告 

（2012 年 2 月 6 日作成） 

小委員会名 温熱感小委員会 
主 査 名：永村一雄 

就任年月：2011 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

環境工学委員会 
（熱環境運営委員会） 

委員長名：佐土原 聡 
主 査 名：宿谷 昌則 

設 置 期 間    2009 年 4 月  ～  2013 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・これまでの温熱感研究を踏まえ、本領域の今後の展望の模索 
・最新研究のレビュー、シンポジウムの企画・開催と適切な情報発信 
・学術規準の企画作成 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：無 

 

山岸明浩(信州大学), 齋藤輝幸(名古屋大学), 梶井宏修(近畿大学), 久野 覚(名古屋大学), 
松原斎樹(京都府立大学), 深井一夫(横浜国立大学), 田辺新一(早稲田大学), 室 恵子(足利

工業大学), 土川忠浩(兵庫県立大学), 横山真太郎(北海道大学), 都築和代(産業技術総合研

究所), 宮本征一(摂南大学), 高田 暁(神戸大学大学), 三上功生(日本大学) 
 

設置 WG 
（WG 名：目的） 

温熱感規準WG：温熱感の学術規準の策定と出版、情報発信WG：本本領域に関

連する適切な話題の情報発信, サーマルマネキン・人体モデル WG：サーマルマ

ネキンと人体の熱系モデルに関する最新研究の発展促進, 温熱中性域・快適域検

討 WG：中性域の把握と領域特性の解明 

2011 年度予算 190,000 円 
ホームページ公開の有無：なし 

委員会 HP アドレス： 

 

項  目 自己評価 

委員会開催数     2 回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は除

く） 
１．なし 

講習会 １．なし 

催し物 
（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 
１．なし 

大会研究集会 １．なし 

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 
１．なし 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得られ

た成果との関係） 

１． 第１回小委で機能性着衣の学術的側面に関するシンポジウム開催を検討 
２． サーマルマネキン・人体モデル WG にて活発な活動を展開中 
３． 規準・解説書刊行のため、原稿見直しなど温熱感規準 WG にて作業中 

委員会活動の問題点 
・課題 

１． 大学関係の委員多忙のため、委員会開催の日程調整が困難 
２． メール審議、T.V.会議の活用を模索 
３． 次年度シンポジウム内容の検討 

 


